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MACS SG5の活動
本スタディグループでは，理化学研究所数理創造プログラムを理研側窓口とし，京大MACS に参加している学生と理化学研究
所に所属する数理科学者との間で相互的な研究交流を図り，強固な繋がりを築き上げることを目的としています。
今年度は9月に和光地区へ、12月に神戸地区への学生と教員による訪問を実施しました。


